
税
務
署
は
、
『
今
年
か
ら
申

告
書
作
成
会
場
は
「
東
京
国
税

局
」
に
変
更
に
な
り
ま
す

』
と

知
ら
せ
て
い
ま
す
。
あ
る
人
は
、

税
務
署
に
相
談
に
言
っ
た
ら
受

付
表
を
書
い
て
か
ら
相
当
待
た

さ
れ
た
と
言
っ
て
、
民
商
に
相

談
に
来
ま
し
た
。

各
支
部
で
計
算
会
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
計
算
会
の
中
で
は

地
域
の
こ
と
、
お
互
い
の
商
売
・

暮
ら
し
の
こ
と
な
ど
か
ら
、
政

権
へ
の
怒
り
、
果
て
は
世
界
情

勢
ま
で
民
商
の
仲
間
同
士
気
軽

に
和
気
あ
い
あ
い
と
話
し
合
い

な
が
ら
確
定
申
告
書
を
完
成
さ

せ
て
い
ま
す
。
１
人
で
も
多
く

の
会
員
が
集
ま
れ
ば
班
会
・
計

算
会
は
楽
し
く
な
り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
参
加
し
て
下
さ
い
。

運
動
成
功
に
向
け
て
行
動
提
起

こ
の
春
の
運
動
で
は
、
旺
盛

な
相
談
活
動
、
要
求
実
現
に
全

力
を
あ
げ
、
署
名
を
１
会
員
１

０
人
の
目
標
、
自
主
計
算
・
自

主
申
告
活
動
を
推
進
し
、
３
・

１
３
重
税
反
対
江
東
区
民
集
会

を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
行
政
の
不
合
理
と
た
た
か
い
、

諸
問
題
を
助
け
合
っ
て
解
決
す

る
民
商
の
値
打
ち
を
語
り
、
仲

間
を
増
や
し
て
江
東
民
商
を
強

く
、
大
き
く
し
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

仲
間
増
や
し
の
目
標
と
到
達

こ
の
春
の
運
動
で
は
商
工
新

聞
読
者
６
５
人
、
会
員
１
５
人

を
増
や
す
目
標
で
す
。
２
月
２

４
日
現
在
、
読
者
１
３

人
、
会
員
２
人
を
拡
大

し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
仲
間
を
増

や
す
た
め
の
運
動
に
掛

か
る
宣
伝
費
用
等
が
、

一
般
会
計
だ
け
で
は
困

難
な
た
め
皆
様
に
「
春

の
運
動
募
金
」
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
協
力
下
さ
い
。

３
月
前
半
ま
で
は
、

３
・
１
３
重
税
反
対
江

東
区
民
集
会
成
功
を
目

指
し
、
ま
た
仲
間
を
増

や
す
た
め
各
支
部
で
会

員
訪
問
や
計
算
会
を
行

う
中
で
紹
介
者
を
増
や

し
ま
し
ょ
う
。
後
半
で

は
、
掲
げ
た
目
標
を
総

達
成
さ
せ
る
た
め
全
会

員
が
奮
起
し
ま
し
ょ
う
。

江
東
民
商
事
務
局
長

森
外

米
蔵

江
東
民
商
２
０
１
６

年
新
春
の
つ
ど
い
が
１

月
２
３
日
（
土
）
午
後

６
時
３
０
分
よ
り
亀
戸

文
化
セ
ン
タ
ー
（
カ
メ

リ
ア
プ
ラ
ザ
）
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
６
７
人
の
参

加
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

第
１
部
で
は
上
原
会

長
の
あ
い
さ
つ
、
続
い

て
来
賓
の
方
々
の
ご
あ

い
さ
つ
を
頂
戴
し
ま
し

た
。酒

井
相
談
役
の
乾
杯

の
音
頭
で
第
２
部
が
は

じ
ま
り
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
昨
年
と
同
様
琉
球
舞

踊
で
、
あ
で
や
か
な
姿

で
日
頃
気
ぜ
わ
し
い
私

た
ち
の
心
を
な
ご
ま
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
毎
年
恒
例

の
福
引
大
会
を
行
い
、

参
加
者
が
一
喜
一
憂
し

な
が
ら
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

お
い
し
い
料
理
を
食

し
、
飲
み
物
も
十
分
に

用
意
さ
れ
、
会
員
同
士

が
懇
親
し
散
会
と
な
り

ま
し
た
。

〔

田
中
靖
子

記
〕

関
東
で
も

「
春
一
番
」

が
吹
き
、
春

の
足
音
を
感

じ
ま
す
。

政
界
で
も

野
党
５
党
が

今
度
の
参
議

院
選
挙
で
協
力
を
す
る

こ
と
が
決
ま
り
、
新
た

な
息
吹
が
吹
き
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

安
倍
政
権
の
暴
走
は

留
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
、

戦
争
す
る
国
づ
く
り
の

加
速
、
消
費
税
増
税
、

憲
法
改
悪
に
向
け
て
の

議
論
、
労
働
法
制
の
改

悪
、
社
会
保
障
の
切
り

捨
て
な
ど
や
り
た
い
放

題
で
す
。

私
た
ち
民
商
も
、
自

ら
の
営
業
と
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
、
安
倍
政

権
打
倒
に
向
け
一
致
団

結
し
運
動
を
盛
り
上
げ

て
い
く
必
要
性
を
感
じ

ま
す
。

こ
の
春
の
運
動
を
盛

り
上
げ
、
江
東
民
商
を

強
く
・
大
き
く
す
る
こ

と
で
、
江
東
区
か
ら
悪

政
に
対
す
る
怒
り
の
声

を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。そ

の
た
め
に
も
、
全

会
員
が
民
商
の
一
員
で

あ
る
こ
と
に
自
覚
を
持

ち
、
出
来
る
こ
と
か
ら

立
ち
上
が
っ
て
行
動
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〔

Ｓ
・
Ａ

記
〕

く さ わ け ２０１６年3月１日
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発行元

江東民主商工会

発行人 上原 譲

く

さ

わ

け

1/15（金）18：30より、総合

区民センターにて江東民主商工
会第２回理事会を開催しました。

参加は常任理事、理事合わせ

て24名、出席率は60％で理事会
は成立しました。

会では、仲間増やしや自主計

算運動の推進、財政活動、各部

から活動報告等がありました。
また、春の運動に向け運動募

金の取組の決定や、入会金を無

くして仲間増やし活動を推進す
ることが決定しました。本理事

会で承認された春の運動方針を

もとにこの春の運動を全会員の

参加で成功させましょう。

全
会
員
の
参
加
で
春
の
運
動
の

成
功
を
勝
ち
取
ろ
う

江東民商第２回理事会

発言に耳を傾ける参加者

上原会長の開会挨拶

江東民商の発展を祈って乾杯

琉球舞踊で会場

が華やかに

一等が当り笑顔の

共産党吉田としお

江東地区委員長

1月28日（木）午後1時より日比谷公会
堂にて全国中小業者団体連絡会による

“ええかげんにせえアベ政治”中小業

者決起集会が開催されました。日本全
国から1400人の仲間が集まりました。

江東民商からは9人が参加しました。

全国の仲間たちが戦争法廃止、消費

税増税中止、TPP撤退、沖縄辺野古新基
地建設反対、原発再稼働許すなとアピー

ルしました。

参加者は集会後、国会周辺をデモ行

進して安倍政権打倒、中小業者の営業
と暮らし守れの声を上げました。

1.28 全国中小業者決起集会

壇上でアピールする全国のなかまたち



２
月
７
日
（
日
）
江
東
民
商

事
務
所
２
階
に
て
江
東
民
商

婦
人
部
第
３
１
回
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

田
中
靖
子
婦
人
部
長
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
来
賓
の
方
々

か
ら
あ
い
さ
つ
を
頂
き
ま
し

た
。日

本
共
産
党
の
き
く
ち
幸

江
区
議
会
議
員
か
ら
、
「
国

保
料
未
納
者
に
対
す
る
ひ
ど

い
差
押
え
や
、
介
護
保
険
の

１
割
か
ら
２
割
へ
の
負
担
増

な
ど
社
会
保
障
の
改
悪
は
許

せ
な
い
」
と
国
民
を
痛
め
つ

け
る
政
治
へ
の
怒
り
が
語
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
共

産
党
の
畔
上
美
和
子
都
議
会

議
員
は
当
日
体
調
不
良
の
た

め
、
欠
席
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
力
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

江
東
民
商
の
上
原
会
長
か

ら
は
戦
争
法
廃
止
、
消
費
税

増
税
中
止
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
廃
止
な
ど
の
運
動
は
民

商
に
と
っ
て
重
要
な
運
動
で

あ
り
、
今
後
署
名
を
通
し
て

仲
間
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

の
必
要
性
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

豊
田
副
会
長
や
小
野
青
年
部

長
か
ら
も
、
「
民
商
と
婦
人

部
が
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り

ま
し
ょ
う
」
と
エ
ー
ル
を
頂

き
ま
し
た
。

業
者
婦
人
が
力
合
わ
せ
て

そ
の
後
は
、
田
中
婦
人
部

長
に
よ
る
活
動
報
告
と
活
動

方
針
案
の
提
案
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
方
針
案
で
は
、
業
者

婦
人
の
地
位
向
上
を
め
ざ
し
、

所
得
税
法
５
６
条
の
廃
止
、

消
費
税
増
税
を
許
さ
ず
憲
法

改
悪
反
対
な
ど
の
運
動
を
強

め
る
と
と
も
に
、
部
員
相
互

の
交
流
を
大
切
に
す
る
中
で

仲
間
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
決
算
報
告
、
予
算
案
の

提
案
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
の

議
案
が
採
択
さ
れ
総
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
お
弁
当
や
手
作

り
の
料
理
を
囲
み
な
が
ら
新

年
会
が
行
わ
れ
、
部
員
同
士

大
い
に
交
流
し
散
会
と
な
り

ま
し
た
。

〔

南
砂

山
崎
陽
子

記
〕

２
月
９
日
（
火
）
、
午
後

７
時
よ
り
江
東
区
文
化
セ
ン

タ
ー
に
て
、
国
民
救
援
会
と

江
東
民
主
商
工
会
が
主
催
す

る
倉
敷
民
商
弾
圧
事
件
の
当

事
者
で
あ
る
禰
屋
町
子
さ
ん

の
話
を
聞
く
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

会
場
に
は
４
７

人
も
の
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

禰
屋
さ
ん
か
ら

は
、
１
年
２
カ
月

に
も
渡
る
不
当
な

拘
留
の
様
子
に
つ

い
て
「
食
事
は
一

汁
一
菜
で
、
飯
は

麦
飯
、
夜
９
時
以

降
は
ト
イ
レ
に
も
行
け
ず
膀

胱
炎
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

な
ど
辛
い
状
況
が
語
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
支
援
者

の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
弁
護
士
の

励
ま
し
、
時
折
外
か
ら
聞
こ

え
る
民
商
の
宣
伝
カ
ー
の
音

に
励
ま
さ
れ
て
な
ん
と
か
耐

え
ら
れ
た
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。

裁
判
勝
利
の
決
意
新
た
に

先
に
行
わ
れ
た
、
倉
敷
民

商
事
務
局
の
小
原
さ
ん
と
須

増
さ
ん
の
裁
判
で
は
、
弁
護

側
の
求
め
る
証
拠
調
べ
な
ど

は
一
切
却
下
さ
れ
ま
し
た
。

禰
屋
さ
ん
は
、
「
裏
で
司

法
取
引
が
行
わ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
て
も
仕
方
の
な
い
不

当
な
裁
判
の
や
り
方
は
許
せ

な
い
。
私
の
裁
判
で
は
何
と

し
て
も
証
人
尋
問
な
ど
を
成

功
さ
せ
た
い
。
」
と
力
強
く

決
意
を
語
り
ま
し
た
。

禰
屋
さ
ん
の
裁
判
を
勝
利

に
導
く
こ
と
は
、
民
商
運
動

へ
の
弾
圧
を
跳
ね
返
す
力
に

な
り
ま
す
。

江
東
民
商
で
は
倉
敷
民
商

弾
圧
事
件
に
抗
議
す
る
署
名

を
集
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
御

協
力
下
さ
い
。

く さ わ け

江東区 南砂１－３

江東区は、昭和20年3月9日の東京

大空襲で多くの人が亡くなりました。

そして、輓馬（ばんば）業者が集

中していた深川一体では３,０００頭
あまりいた牛馬の大半も焼死しまし

た。また、軍馬として大陸や南方で

死んだ馬も数多く、その霊を弔うた
めに昭和28年9月に運送業者が中心と

なり建立されました。

桜の木に見守られ、静かに馬の魂

が眠っています。
〔南砂 山崎 陽子 記〕

２０１６年3月1日

こ う と う～名所めぐり～

～馬頭観世音～

教育宣伝部主催
第２回 みんなで考えよう

魅力ある班・支部づくり学習会
2月12日（金）江東民商事務所にて第

２回みんなで考えよう魅力ある班・支

部づくり学習会を開催しました。今回
の学習会は３支部から６人が参加し、

全商連作成の「班・支部活動の手引き」

を読みながら現実の民商の状況と、手
引きの内容を照らし合わせながら話を

進めました。

手引きに書かれた本来求められてい

る支部の姿と、現在の江東民商の状況
とのギャップを感じざるを得ませんで

した。その中で支部活動をすすめるた

めに、役員一人ひとりが民商運動を身

に付けることの重要性や、支部長の力
が支部の活動に大きく影響するといっ

た意見が出ました。
〔北大島 永島敏江 記〕

第 144号

倉
敷
民
商
弾
圧
事
件

禰
屋
町
子
さ
ん
の
話
を
聞
く
会

江東民主商工会婦人部 第31回 定期総会

婦
人
の
力
で
民
商
を
元
気
に

裁判勝利の決意を語

る禰屋町子さん

支部づくりについて話合う参加者

閑
静
な
住
宅
街
に
ひ
っ
そ
り

と
佇
む
馬
頭
観
世
音

婦人部の発展を願って

仲間たちと乾杯

江 東 母 親 大 会
2016年江東母親大会が２月１１日１０時

より江東文化センターにて１５０人の女性

の参加で開催されました。

全体会では第五福竜丸展示館学芸員の市

田真理さんによる講演が行われ、あらため

て平和の尊さを感じることができました。

また、会場の外では江東民商婦人部がピ

ンクのエプロンをかけ所得税法56条反対の

署名活動を行い、110人分の署名を集めるこ

とができました。

署名を集める

民商婦人部の

仲間


